	第１５回 南部地区街づくり協議会　議事録

	開催日時
	平成31年３月26日（火）10：00～12：00

	開催場所
	４階　特別会議室

	出席委員
	委員16名

	欠席委員
	なし

	事務局
	藤本理事、岡本市長公室長、（総合政策課）上田課長、岩田課付課長、山崎主査
（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ）

（産業振興課）水井課付課長、松村主査（健康推進課）南課長（市民協働推進課）石原課長

	決定事項
	

	議事内容

	１．開　会　－10：00－

２．市長挨拶

３．議事
以下、議事進行は会長が進める。

　　（地区内及び市内における取組みについて）
会　長
・地区内において地域の方々のご尽力により様々なプロジェクトが進んできている。
　まずは地区内の全体状況を整理する。
（南部地区活性化プロジェクト全体整理）
事務局
※資料「第15回南部地区街づくり　全体整理資料」により地区内のプロジェクトや地域の取り組み等について説明。各事業の具体内容については以降の議事で説明。

（地区活性化について）

事務局　
※資料P1～6「柳本駅舎改修」により説明。
・いよいよ来週、4月1日から西改札口、また待合所をきれいにしたものを新しくオープンさせていただきます。1ページ目は柳本駅舎の図面です。こちらは今までの東側の駅舎の待合所と駅務室にカフェや物販などのスペースを新たに作りました。西側は改札口を駅舎の向かい側に作り、北からも南からも人の通りができるように工事している。2～4ページにはそれぞれの現在の写真を載せている。2ページ目の上3枚が多目的利用室の写真になります。まだテーブルや椅子が入っていないのでガランとした形になっているが、テーブルや椅子、物販商品が入って、この部分で飲食を楽しんでもらったり、もちろん、ここの料理を頼むだけでなく、ハイカーの方たちにお弁当を食べていただくといった使い方を合わせてしていただけるようにしたい。
・写真では分かりにくいが、ここの部分に関しては天井を吹き抜けの形にしたので、古い歴史ある味が出ている部分であり、もうすぐオープンでもあるので是非一度、直接見ていただけたらと思います。左下が待合所で新しいベンチを設置した。この前にはテーブルを２つ置いてさらに使いやすいようにします。このベンチに変えたことで一度に14名くらい座っていただける形になった。先日、駅に伺った際には10名くらいのハイカーさんが皆さん座っておられたので便利になったかと思います。残り2枚の写真は駅舎北側のトイレを改修した写真です。
・3ページ目は西側改札であり、こちらも4月1日の始発から利用可能である。皆様に是非覚えておいていただきたいのは、こちらは券売機がないのでICカードを利用する形での利用になるが、大幅にアクセスは向上した形になります。跨線橋を渡らずとも行けますし、スロープを付けているので車いすや足の不自由な方にも今までより格段に駅に入ってもらいやすくなっています。
会　長

・ここは地元ではきっと「何故、切符じゃないんだ」という声が出てくると思いますが、券売機を置いて切符もという対応にしようとするとJRさんのイニシャルコストが上がってしまって、それでは、初めから会話が成立しなかった。これだから何とか出来たということで会長はじめ皆様方にもご理解いただきたい。
　　委　員

・券売機にすると何かまずいのか。
会　長

・システム上だいぶ変わってしまうようです。
事務局　
・次のページの写真がそれぞれ南北の部分になります。上の2枚が西改札の北側入口付近になります。こちらもバリカーを置いているが、ここの奥までは車も入っていただけて一時的な停車もできるようにしている。下が改札より南側になり新しく作った駐輪場になる。右側が改札へ向かうスロープの写真になります。南側も一番南の端には車を停車できるスペースを設けているので、それぞれ車での送迎も可能です。
・いよいよ4月1日から運営していく中で、前回の協議会でもお話ししたとおり、地元の皆様に作っていただいた、柳本駅舎管理運営協議会という組織にこれからの運営管理をお願いすることになっている。本協議会にもご出席いただいている森田委員、山本委員、松井委員には運営協議会のほうでも委員としてご活躍頂いている。
・4月27日をオープニングイベントの日と銘打ち、カフェや物販などを含めた全ての機能をオープンする日と位置付けている。その日のオープニングイベントを柳本駅舎管理運営協議会の方で考えていただいているので森田委員より現状報告お願いします。

委　員　
・たまたま22日夜、駅舎管理運営協議会のメンバーが集まって話を詰めてきたが、少し焦っている。4月1日駅舎オープン、4月27日グランドオープン。式典が10時からスタートし、10時45分までの予定。司会者、来賓の挨拶については人選中です。その後、テープカットの予定だったが、昨夜の話で駅の看板ができたので除幕式を駅前の入口のところでしようかと検討中です。タクシーの駐車場を舞台にして、南向きでオープニングセレモニーを10時45分まで。式典前に、市長と長岳寺の北川住職の対談をしたいと思っている。北川さんには今後言いに行く。10時45分を過ぎた後餅をまくということも昨夜の話で出ていて、その方向で進めている。式典までは天理市にお願いして、その後は協議会の方で検討していく。オープニング式典の後、まず最初に天理南中学の吹奏楽部にお願いしている。オープニング式典の時も、ファンファーレを吹いてもらおうと思っている。11時30分ごろに幼稚園の園児にもお願いしていたが先生によると食事後はお休みの時間に入るので早い目にしてほしいと要望があったので昨夜の会議で式典の前座の9時30分ごろにしようかとなった。30名くらいの園児やその親が来るのでその後式典に参加してもらおうと思っている。その後には外部からも募集をかけている。柳本を巡るスタンプラリーというマップもできる予定で11時受付とし、電車に乗って来られる方を100名ぐらい募集している。11時30分ごろから順次、黒塚古墳、長岳寺と順番に回っていただきスタンプを押してもらう。スタンプを押すところは3カ所の予定で1カ所目は黒塚古墳、2カ所目は長岳寺。その後、櫛山古墳、崇神天皇陵、天神山古墳、景行天皇陵、上ツ道、石名塚古墳をめぐり専行院で最後のスタンプを押してもらう。マップにスタンプを押すところがあるので、押してもらって2時から3時の間に戻ってきてもらう。その時に3つのスタンプを確認しながら粗品を渡したいと思っている。今考えているのはトマト、イチゴなどを抽選で30名くらいに当たるようにしたい。スタンプラリーに行ってもらっている間、12時ごろから山の辺ミュージカルの会ということで「卑弥呼夢がたり」というミュージカルを第1幕から第3幕の1時間くらいの間でやっていただく。第1幕は黒塚古墳が平成10年に発見されたときの様子を、私服のままで村人が踊ったりしながら、発見した際の喜びをミュージカルに。その後、卑弥呼のスタイルに着替えて第2幕に入り、3幕に渡ってされる。その中でも第2幕の中に1つだけ「卑弥呼運動」が入るのでそれが面白いかと思う。13時30分ごろに朝和と柳本小学生のバトントワリング部に20分くらい披露してもらう。これが最終15時30分頃終了予定である。オープニングの順番は決まったが、時間的な変更はあるかもしれない。
　その中で、たまたま卑弥呼の踊りを、山の辺ミュージカルの会の喜多園子さんがやっておられる。山の辺の道ボランティアガイドの会の方が6名ほどお手伝いしてくださる。その方々が黒塚古墳や長岳寺などのスタンプを押し、簡単な案内、また写真撮影もしてくださる。このような形で昨夜決まった。昨日、たまたま南都観光社さんにも進行状況の説明をした。駅が完成しないことには何も決められないが、その中でも物販やギャラリーなど陳列フェイスなどがわからないが、準備はしている。応募は各方面からあるが、物販は地元、校区内を最優先する。もちろんギャラリーに関しても同じである。喫茶の名前は「ピクトン」でニュージーランドの街の名前だそうだが、柳本の歴史にふさわしい名前を考えてほしいと伝えている。「まほろば」とか「卑弥呼」。川柳など課題を出して、応募して発表したい。今のところ決まっているのは7月8日（月）に甲子園の阪神のナイターのチケットが20席取れたのでツアーを組みたい。柳本駅発で甲子園まで、バスの中で缶ビールとジェット風船のサービスを考えている。来年の話になるが、相撲ツアーも組みたい。升席で相撲解説付きで帰りに天理のちゃんこ鍋を食べて帰るツアーを考えている。神戸ルミナリエ、中華街、奈良のお水取り、その辺を現地まで送って自由散策し、ショッピングしてバスに乗って帰ってきてもらうツアーも計画中です。ノルディックウォークも実現しそう。三木スポーツの協力を得て、別場所出発の柳本駅着、または柳本駅発の柳本駅に戻る企画を考えていて近々やりたいと思っている。JR西日本との話し合いの中で2月23日に新型車両の試乗会があったが、南都観光社の方が行かれ、旧型車両の払い下げを受けて車両の修繕をしたい。4月中頃には担当者とJR西日本と打合せを予定している。
・ずっと見ていくと、柳本駅発の企画ばかりで向こうから来る企画はまだ決まっていない。というのは、東京のアンテナショップの「まほろば館」と話し合っていて東京の方から出てきたいという企画も年間３・４回を予定している。
・長岳寺は地方の方は全然知らないが、東京の方はほとんど来られている。この間も学習院の愛子様が11月に来られ、黒田清子さまも修学旅行は必ず長岳寺と。黙っているだけですごいガードで来られたらしい。地元では知られていないが、外部の方は長岳寺のことを良く知っておられるので、そのことも踏まえて、市長との対談を予定させていただいた。昨夜、だいたいこのように決まり、また変更があるかもしれないが、まだ1ヶ月あるので進めていきたい。その時、同時に駅前でマルシェではなく朝市をしたい。たこ焼きや野菜をだしていただき、フリーマーケットも入れていきたいと思っている。

会　長
　・地域主導で本当にたくさんの事業を考えていただき、誠にありがとうございます。相当、多岐にわたるところでしたが、皆様の中で何か補足や質問など是非お伺いしたいがいかがでしょうか。山の辺ミュージカルさんはいかがですか。
委　員
　・みなさん張り切っておられます。
委　員　
　・一応マップを考えている。以前にタウンウォークという簡単なものを手作りで作ったがもう少し良いものを。
　・駅舎の看板は木村材木屋さんから頂いた。厚みが９ｃｍで半分にすると反る。４０ｃｍ×１２０ｃｍ厚み９ｃｍ。今はＪＲ柳本駅となっているが、今後は柳本駅を書くだけにする。

会　長
　・地元主導になればこそ、色々な方が積極的に参加いただいて良い形になってきたかと思う。まずは４月１日に利用開始、４月２７日に全面オープンということでよろしくお願いしたいと思う。
事務局　
　・補足を一点だけ。今回のＪＲ柳本駅に関して、森田会長から柳本校区通信をいただいて皆様にお配りさせていただいているのでまたお読みいただきたい。あわせて、ＪＲの新車両導入についてのチラシもお配りさせていただいていて、３月１６日デビューとなっているが万葉まほろば線に新車両が走り出すのが６月頃の予定とＪＲから聞いている。６月頃から導入されて秋ごろまでに全車両が新車両に変わっていくと聞いているので、４月の今の段階では新車両は万葉まほろば線に入っていない。
会　長
　・ありがとうございます。続いて公民館を拠点とした様々な多世代交流、特に子供たちの育成教育として柳本公民館の「こども夢づくり講座」について森田委員お願いします。
（柳本公民館こども夢づくり講座「こどももぎてん」について）
　委　員
　資料Ｐ６～７にて説明
　・公民館からの要請があり、公民館の夢づくり講座ということで、子供たちに模擬店を販売させてほしい。南檜垣の松井組合長の手伝いで非常に安く野菜を出させていただいた。そうした中で公民館祭り初日の土曜日の１時から開始だが、１１時に子供達８人に集まってもらい私が販売の教育をした。
　・最初は「いらっしゃいませ」「ありがとうございました」「またどうぞ、よろしくお願いします」等基本的なことを教育した。ＰＯＰ広告の書き方も指示した。ＰＯＰ広告は販売員の顔にするということで、見た目で食物、野菜がおいしいと思ってもらえるようなＰＯＰ広告を作っていただいた。写真であるように「朝どり」「今日取った」「生みたての卵」など、子供たちが書いてくれた。１時に販売を開始した。公民館祭りに来られる人はほとんど高齢者ばかりで孫のような子供たちが一生懸命販売したので全部買ってくれた。最初は全然声が出ていなかった。だが、5年生の女の子が1人頑張って売れた。それを見て他の子も頑張って売り出した。校長先生が来られ250円の物を買うために1,050円出しお釣りがいくらになるかわかるかなと試した。対応したのが2年生の子で全然わからなかったようだが、近くにいた5年生の女の子が「50円は無視していい」と子供から子供に指示があった。1,000円から200円を引いて800円だという教え方を子供同士でしていた。その対応に校長先生も驚いていた。特にPOP広告についてだが「卵」は最初10個あった。私が行ったとき4個あり全部売らないと、と言ったところ必死になって売ってくれた。私が説明した内容を踏まえ「ぷりんぷりんの卵」や「卵かけにしたら美味しいよ」など行って教えたことを素直に表現する子ばかりで全て売ってくれた。POP広告は販売員を置かないでもそれを見たらお客様が買ってくれるようにすると伝えた。イチゴは「甘いイチゴ」など工夫して書いていただき最終的には完売した。その収益金を次のページにあるように市の方へ寄贈した。これらを今後続けていきたい。
　・これらも全て柳本学童保育の全面的な協力があってできたこと。子供たちの意見を聞くとまたしたいと言っていた。日頃、通学時におはようと言っても返事がないと先生たちも困っていたが、この経験ではしっかり声を出していたので先生たちも驚いていて喜んで帰られた。先生方も今後このようなことをどんどんしていきたいと思っている。
会　長
　・ありがとうございました。私もこの収益金を7ページにあるように受け取らせていただいたが会長からも話があったように最初は恥ずかしかったようだが実際売れるということにものすごくやりがいを感じたそうである。地元の皆さんとの触れ合いの機会、地元の農産品を知る機会、それを自分なりに表現しないといけない機会にもなり教育の点でもきわめて良い効果があったのではと思う。公民館祭りと掛け合わせるパターンはおそらく初めてではないかと思うが、最近では二階堂高校生が天理駅前広場で文化祭をして地元のお店と一緒に高校生が売り子さんをする取組がされたり、櫟本の方ではウォーキングのときに子供が子供ハローワークと銘打ってその運営に関わるという形でどんどん参画する機会が増えてきていると思う。これは公民館祭りの裾野を広げるうえでは有意義な取組だと思うので是非ともまた、他の皆様にも紹介していきたい。
　・何かご質問ご意見等ありましたら伺いたいがいかがでしょう
委　員　
　・売上金額は？
会　長
　・20,647円。だいぶお求めやすい価格設定だったと思います。
委　員　
　・子どもが計算しやすい価格にしてほしいと言われた。なので100円や200円。
会　長
　・今までならば、給食で地元食材が出て、地元でこんなものが取れる。というのが結構色んなケースであるが、食べるだけでなく自分が売らないといけない立場になるともっと自主的にそれが、何が魅力でどう伝えたら良いのかを考えるということが子供にとって出てくるので非常に付加価値が高いプロジェクトだったと思う。また、この機会を作っていただきたい。
委　員　
　・1,000円預かったら「1,000円お預かりしました」と、必ず周りに聞こえるように大きい声で言うように指導。買う人は相手をよく見ているが、売り手はおろそかになる事もあるので1,000円を10,000円渡したと言われることもあるかもしれないので注意するよう指導した。
会　長
　・朝和校区の方でも公民館連絡協議会のプロジェクトを行っているのでそれについて井上委員よろしくお願い致します。
（奈良県公民館連絡協議会プロジェクト事業）
委　員　
　資料８～１２にて説明
　・奈良県公民館連絡協議会のプロジェクトの事業ということで8ページに書いてあるように平成30年度と31年度に各10万円の助成金が下りるということで始めさせていただいた。その下に書いているように公民館の運営委員会においてもっと子供達に公民館に来てもらおうという取組をしたいと思い、校区全体の協力を得る、多くの校区の方々、機関団体に主旨を知ってもらい、協力を得るということ。それと継続的に子供子育て世代を支援する地域の方を中心に活動したい。次に9ページだが、第1回朝和校区の大とんどということで大和神社の境内で実施した。対象は朝和校区の幼児、児童、生徒、保護者で人数は子供50名、リーダー高校生約30名ということで行い、主催は朝和校区の子育てボランティアクラブ、朝和校区の子供会ということで実施した。次の10ページを見ていただいたらわかるが、ちょうど境内の真ん中にとんどをできるように組み、宮司さんに正式に火を持ってきてもらい、私が代表で点火した。万が一の火災に備え、消防ポンプ車にも来ていただいた。もちつきは杵で行い非常に好評で子供達にも喜んでもらった。ここに書いていないが、参加人数は150名になった。
・次に11ページを見ていただきたい。思わぬ拾い物ということで、当日参加してくれたお母さんが「私、お餅丸められるので」ということでボランティアスタッフとして当日参加してくれた。当て職ではないので何となく皆気軽で笑顔の絶えない行事だった。後日、この行事に参加した子供さんが公民館に来られ、「私もお世話してみたい」と手伝いを申し出てくれた。今後の反省会にも子連れのお母さんが来てくれて色々な意見を聞くことができた。
・次にこれからの課題ということで当初の公民館に子供達を呼ぶという課題をどう実現するか来年度の行事の計画を立て、着実に実施するために、計画・準備等をどう実施するか、また、ボランティア部員等も含め参加者の希望や好みをどのように行事に反映するか、また子供子育て支援の活動が長く続くように組織、行事、役員等をいかにとどめていくか、これらが課題として取り上げられた。最初は公民館全体として行事を行う予定としていたが、子供子育て支援クラブを独立したボランティア活動グループとして中心にやっていくことになった。
　・次に12ページ、来年度の予定として4月に公民館運営委員会で子供子育て支援クラブの紹介を予定していて5月にイチゴ狩り、ケーキ作り、反省会、次回打ち合わせ会、6月には奈良県公民館運営協議会に申請をあげる。8月にはDVD鑑賞会、流しそうめん、すいか割を予定。DVD鑑賞会は公民館で映画を放映。10月にはハロウィンパーティーということでおばけカボチャコンテスト、仮装コンテスト、反省会、次回打ち合わせ会を予定。来年の1月にはまたとんどを実施したい。大和神社の境内を利用予定。2月にはプロジェクトの最終報告、3月には年間反省会と次年度の計画になる。
会　長
　・ありがとうございます。従来の当て職ではなくボランティアの皆さんで取組を議論いただけるまでになったのは大変良いと思う。何か質問、意見等ございますか。
　・今、柳本校区、朝和校区それぞれの館の取組みを聴いていただいたが、またお互いに取り入れられる要素を見つけていただきながら、子供を軸にした地域の取組を広げていただけたらと思うので、引き続きよろしくお願いします。
　・次の取組は活性化子育ての部分から生活支援と健康づくりについて議題を映したいと思う。まず、校区の移動販売について総合政策課からお願いします。
（ならコープ移動販売について）
事務局　
　資料P１３～P１６
　・１３ページ「町から町へ」の３月号で移動販売の特集記事を組んでいただいたのもあってちょうど表紙が遠田町公民館で買物されているお客様の写真になる。前回の協議会でも説明させていただいたが、昨年１２月から移動販売の停留所を式上公民館から遠田町公民館へ変更させていただいた。その際に柳本校区、朝和校区それぞれでもう一度移動販売のチラシをまいていただいたこともあって移動販売の売上自体は引き続き好調を継続している。停留所を変えたことによってお客様も少し増えてきている状況である。
　・記事の中の写真が福住地区の移動販売の写真になる。南部地区の移動販売の好調を受けて、ならコープさんから移動販売の増便の提案を受けてこの度１月２９日から福住地区での移動販売も開始させていただいた。こちらもご要望がたくさんあって、１日に１０カ所という非常にハイペースで回らせていただいているが、どこも好評で、南部地区と変わらないくらいの売上を出している。うまく続けていけばならコープさんとしても年間１台移動販売車を増やしていってコースもどんどん増やしていきたいという構想を持っている。
　・さらなる発展の軸として１６ページの移動販売だけではなく移動販売に来たついでに公民館や集会所が停留所になっているので何か講座のようなものと合わせて来ていただく。逆にそういった活動のついでに移動販売で買い物して帰っていただくような形でそれぞれの活動をつなぎ合わせて、さらなる集客アップを目指していけないかということを移動販売の展望として考えていきたいと思っている。
会　長
　・ありがとうございます。おかげさまで好評である。最後の１６ページについては今、お買い物に来られる方の車と、公民館の教室に来られる方の車がかち合わないように休館日にやっているところがあるのでできれば町の集会所からと思っているが、意外に待っている時間が長い。福住の方でも1カ所15分なのでとてもレジが終わり切らずにいるが、早い目に来てもらっている中でお互いに会話する機会になっているという声も聞く。それが、もう少し前くらいから開いていて集会所の中でおしゃべりしつつ、またそこに、今うちがサロン活動で保健士や栄養士を派遣したり医師会、歯科医師会、薬剤師会の皆さんを橋渡しして健康講座をやったりしているので、どうせこう集まる機会に付加価値を足すということができればよいと思っている。コープさんの方でも若干そういうアイデアは持ってくださっているようなのでできれば朝和・柳本、どこか手を上げていただく町の方で実験的にでもできると非常に政策として面白い。また、校区の方でもそういうことをやってみないかというお話を是非していただけたらと考えていけると思う。おそらくこれは奈良県全体でも良いモデルを発信していけるのではと思っている。

　・何かご意見等ございますか
　・結構、皆さん車が来るのを待っておられる感じでしょうか。

委　員
　・そうですね。やっぱり天候に左右される。寒いときは出てきづらい。でも、２人か３人は待ってくれている。
会　長
　・だいぶ慣れてきた感じですか
委　員　
　・結局、新しい方。口コミで常連の方はおられるので、プラスアルファ新しい方に来ていただいたら売上も上がるかと思う。
会　長
　・そうすると、この間も公民館で認知症講座をやらせていただいて結構たくさんの人に来ていただいたが、健康系の話をやると高齢者の方の関心も高いのかなと思う。また是非そんなことも相談していけたらと思う。
委　員　
　・柳本の駅舎の前にコープに来ていただく予定です。１５:００～１６:００の前の３０分間１５:００　～１５：３０は駅前、１５：３０～１６:００は西口出口のあすならホームでということで金曜日に設定している。水曜日は魚屋さんに来ていただいている。
会　長
　・どんどん実際の販売のところの使い勝手も良くする取組ができれば我々の方もコープさんに提案できると思う。
委　員　
　・全体の売上を校区の会議で出している。そうするとそれぞれの売場で競争するようになる。
会　長
　・是非。買っていただかないと続かないのでくれぐれもよろしくお願いします。これからどんどん必要になってくる部分である。
　・次が健康についてで、健康西長柄町を考える会について南課長お願いします。
（健康西長柄町を考える会について）
事務局　

　資料P１７にて説明
　・「町から町へ」の２月号に掲載されたヘルスアンバサダー養成講座が終了しました。ヘルスアンバサダーとは健康大使ということでよくある観光大使のように健康の情報を発していくという役割を担っていただく方の養成講座を開催させていただいた。健康西長柄を考える会ということで西長柄町の住人さん中心に天理市ヘルスアンバサダー養成講座というのを９回に渡って開催し、内容は西長柄運動公園に設置されている筋肉トレーニングウォーキングコースや遊具を活用した運動方法、消防署の職員の方にも来ていただいて救急処置などの実施、生活習慣病の基礎知識や運動プログラミングなどの地域の健康に関する課題を見つけ解決するための知識や技術を身につけていただくための講座を受けていただいた。６人の方に受けていただき、終了授与式には発表もしていただいた。今後はこの方たちが今住んでおられる地域で健康教室を開催するなどヘルスアンバサダー健康大使として地域の人が協力して健康に対する意識を高めていく活動を行っていただきたいと思っている。今後の活動としては、平成３１年度は西長柄町を中心にウォーキングバトルというものを開催していただく。毎月１回程度の定例会を開催していただいて６月のウォーキングバトルに向けての打ち合わせをしていただいている。９月には天理市が主催している胃・肺・大腸のがん検診、１０月には長柄の運動公園で体力測定会を開催する。ヘルスアンバサダーとして先ほど森田委員がおっしゃっていたように口コミでの情報発信、健康づくりに無関心な方に対して行動を促すような情報発信をしていただきたいと思っている。
会　長
　・ありがとうございます。これは天理大学さんとの連携事業として進めたんですが、行政がやっているとなかなか来ていただけず、地元の見知った方が自分の住んでいる地域でやっている方が圧倒的に参加していただけるきっかけにもなるし、そこで色んな事を気づいていただける。西長柄に関してはヘルスアンバサダーだが、今、市全体としても介護予防のステップ体操のリーダーなど色々養成させていただいているところである。こういう取組が各地域で広まってくると本当に町全体として健康に取組んでいるという形になるかと思う。また、直近のウォーキングバトルの様子を朝和・柳本それぞれの校区で共有させていただいて自分たちでもできるなとかまた、わが町でもやってみたいという声があれば是非お願いしたい。
　・何かご質問等ありますか。
　・西長柄町だけだったが朝和校区での認知度は。
委　員　
　・朝和校区ではまだあまり知られていない。
会　長
　・是非また情報交換をしていただけたらと思う。
　・生活支援と健康づくりについてそれぞれの地域での取組が始まりつつある。続いてモノづくりの販路拡大と新商品開発についても取組が続いているのでこちらについて水井課長よろしくお願いします。
（めぐみめぐる天理販路拡大について）
事務局　
　資料P１８～２０にて説明
　・平成28年度から「めぐみめぐる天理」のブランディングモノづくり事業を展開しています。販路拡大の一環としまして、今年度9月から11月にかけて大阪で販売会を実施しました。9月28日に梅田のハービスプラザで開催しました。今日ご出席の松井委員の南桧垣営農組合さん、萱生の山中農園さん、ジャムキッチンタータンさんや森田アロエさんに出店いただき販売会を行いました。あいにくの天気ではあったが、人通りも多く好調のうちに販売を終了しました。19ページは帝国ホテルで販売会を行った様子です。この回は南桧垣営農組合さん、丹波屋善好さん、ジャムキッチンタータンさんに参加いただきました。こちらも好評のうちに販売会を終了できました。20ページは初めての試みとしまして阪神百貨店の一週間の催事に特設ブースを構え販売をさせていただきました。こちらは、しつらえも趣向を凝らしてタペストリーを作成しました。現在このタペストリーを市役所地下の仕事センター内に飾っています。このような形で一週間毎日各事業者さんにお越しいただきました。直接お客様に対して熱のこもった商品説明をしていただきこちらも好評のうちに販売を終了しました。中には連日完売が続き、毎日のように商品を運んでいただいた事業者さんもいました。
　・写真にはないんですが、30年度の取組としまして柳本からは山本松産業さん、朝和からは丸山繊維産業さんがブランディングモノづくり事業者として参加されています。本年度の商品は開発中ですので詳しくは今申し上げられないのですが、山本松さんは綿の打ち直しを活かした商品、丸山繊維さんは蚊帳を活かした商品を開発中です。完成した際にはHP等を通じて皆様にご報告させていただきますのでこちらの方は乞うご期待ということでよろしくお願いいたします。
会　長
　・ありがとうございました。松井委員さん大阪の方にも出席していただきありがとうございます。何かご感想等いただけますか。
委　員　
　・我々も大阪でモノを売るのは初めてだったが、やっぱり雰囲気が違いますね。阪神百貨店で　　　は市長も来ていただきましたがなかなか好評で珍しいのか完売できました。今までの田舎での販売とは違います。良いものは売れますね。
会　長
　・ありがとうございます。阪神百貨店は私も大阪の北の方の生まれなので、食は阪神が強いというイメージで、その激戦区でちゃんと売れるんだというのは重要だったと思います。このモノ作りも3年ほど続けてまいりましたが、大阪の誰が聞いても知っているところで天理だけのフェアを打てるようになってきたかと思います。来年は阪急での話もあるんですよね。
事務局　
　・はい。来年は阪急百貨店での開催の話も出てきています。また、秋ごろになるかと思います。
会　長
　・なので、なかなかそういうところに持っていくのは敷居が高いという印象があるかとは思うのですが、工夫次第では全然持っていけるということを示しつつあるかと思っています。来年は柳本駅を地元の方ではフル活用しつつ、また外の方にも打って出るということを両方ともやっていくことによって事業者の皆さんに商品の工夫をしてみようかという機運を醸成していけるかどうかが大事かと思っていまして、またこのことは各商工連盟とも情報共有していきたいと考えています。
　・何かご質問等ございますでしょうか。
委　員　
　・ありがたかったのは、天理だというとみんなにわかってもらえる。ただ、そこで何を作っているだとか天理の特産品が何かということは知られていない。
会　長
　・少なくともどこですかということはなかったですね。やっぱり野球なり、柔道なり、ラグビーなりスポーツ系で知られている。是非とも天理と結びついた商品を出していきたい。
　・そういたしましたら、次にその他の事項としましてトレイルセンターの取組と芸術文化村の進捗状況についてです。まずは、トレイルセンターについてよろしくお願いします。
事務局　
　・トレイルセンターの取組といたしましては周遊観光の一環としまして山の辺ウィーク2018を実施しました。10月15日から10月21日までの期間でトレイルセンターに歩いてきた方を対象に限定バッジやゆで卵をプレゼントしました。また、同封しているハガキにバッジに書いている番号を記入し、その場で提出、もしくは後日郵送いただくと年越しお年玉抽選会に参加できるというような企画を実施し再度山の辺の道に来ていただけるような取組を行っていただきました。一週間で約1200名の来館者があり、市外からも多くの方に来ていただきました。参加者の感想といたしましては「久しぶりに山の辺の道を歩いて気持ちよかった」や「雅楽を聞けて疲れがなくなった」、「自然いっぱい歴史ある道を歩けて良かった」というような感想をいただいております。
　・また、山の辺ウィークにおける各種団体との連携企画としまして、ノルディックイベントやヨガ＆ブランチ、ハイキング＆ランチというところで各種団体と連携を行いました。ノルディックイベントに関しては10名程度、ヨガに関しても12名程度、最後のハイキング＆ランチに関しては92名の参加者がありました。天理駅からトレイルセンターまでの山の辺の道を歩くイベントで各名所や旧跡を巡りゴールのトレイルセンターでは天理大学の雅楽を楽しみながらランチを楽しむという内容となっております。
　・平成31年2月6日には第2回山の辺寄席ということで、普段あまり生で聞くことのできない落語を楽しんでいただき、地域住民の皆様にも憩いの場となっております。また、平成30年10月15日には山の辺の道マップ除幕式を行いました。平成31年2月21日にはアカデミー＆ランチとしまして本市文化財課の職員が講師となり、トレイルセンターで講義を行う。講義では実際に現場にも赴き、講義終了後にランチを楽しむという内容のイベントです。
会　長
　・ありがとうございます。山の辺の道はハイキング・トレッキングルートとして最近は海外の方も多いわけですが、ここで何ができるという体験の部分が弱かったと思いますが、その中で文化であったり、健康であったりという動きを行ってきている。また、これが駅の方と芸術文化村と連携していくと、あそこは歩くのに本当に素晴らしい場所だけれどもそれにプラスアルファでいろんなことができるとそれも何か対価を払っていただく形でできるというように持っていけるよう引き続きしっかり取組んでいきたいと考えています。
　・何かトレイルセンターの取組についてご質問・ご意見等ございますでしょうか。
　・特にございませんでしたら、これをさらに進めていった先にあるんだと思いますが、なら歴史芸術文化村の整備事業について進捗状況を報告させていただきます。
事務局　
　・なら歴史芸術文化村の整備事業としまして、ご存知かと思いますが、平成33年度中にオープン予定で県の方で進めているなら歴史芸術文化村。従来は仮称で奈良県国際芸術家村という名前でしたが、行政組織名で「なら歴史芸術文化村」としました。趣旨としましては歴史文化、芸術文化これらを融合したり複合したり複合的な魅力ある拠点を作っていこうということでこういう名前になりました。歴史文化に触れる、芸術文化を体験するが主なテーマとなっています。ただ、愛称も公募するということで31年度の後半に募集する予定です。
　・次に1月31日に国交省の重点道の駅に選定されました。際立った特徴のある道の駅を重点的に整備していこうというものに選ばれました。歴史文化資源の活用の拠点である事、文化芸術振興というだけでなく観光・産業・地域の賑わいづくりなど政策間連携で地域の活性化を図っていくことが目指されている施設であることが評価されたと聞いています。実施内容について説明させていただきます。
　・まず、建物が複数ございます。メインとなるのが文化財修復・展示棟。それから複合棟、農村交流施設という道の駅の中心部分となります。目玉になるのが歴史文化の活用ということで文化財修復・展示棟です。地域ゆかりの国宝をはじめとした文化財の企画展を実施できるような企画展示室。ソフトとしましては文化財の修復を目の前で見られる作業現場の公開とガイドツアー。仏像・工芸・古建築と並んで埋蔵文化財の分野も入ります。そこの埋蔵文化財の平日の展示・説明の一部に本市の文化財課が入ります。土曜、日曜については考古学の分野では県の橿原考古学研究所の方から来ていただいて土器の実測やマイクロスコープを使った分析などの凝った体験をしていただける。建造物については県の文化財保存事務所が移転してきて実際の作業の現場も見られます。
　・もう一つの核になるのが、真ん中の複合棟です。ここは歴史・文化・芸術の本物に触れて体感できるというところを目指して整備が進められています。ホールや体験室、スタジオがある中でワークショップやアーティストインレジデンスのアーティストの作品制作の見学やアーティストと一緒に作品を作る体験ができたり、大学や地域でのセミナー・講義ができる施設になっています。
　・農村交流施設では、メインになるのが直売所になります。地元の農産物の直売やイベント。昨年末に県と市で実施した農家や農家団体へのアンケートを見ても出荷希望や出荷の可能性ありと答えていただいたのが7割と聞いています。出荷条件に付きましては指定管理者が今年度に条件を検討、来年度中に管理者を決定していく流れです。あと、年間を通じて特産物をどうしていくかを県と市が連携し地元の農家に協力いただき供給体制を作っていけるよう考えています。情報提供施設は道の駅の情報発信の中心になり、山の辺の道をはじめとした県内観光施設への誘客促進に取組んでいきます。
　・次に芸術家村に隣接する民設民営のホテルの事業者を募集していました。先日、優先交渉事業者として積水とマリオットグループのカジュアルブランドの組合せの提案をいただき選定された。今後は提案に基づき、ホテルの設計を詰めていき文化村のオープンに併せられるように建設が進んでいきます。
　・アーティストインレジデンスのモデル事業を天理市で行っています。天理駅前地区を中心に行っていたその成果展とした巡回展を、柳本駅舎を利用して行う予定です。また、県の農林部が中心となり山の辺の道沿いに観光農園をいくつか点在させようというような検討が進められています。運営・適地などの検討を、地元を含めて考えていきたい。
会　長
　・ありがとうございます。歴史芸術文化村の進捗、特にホテルの事業者が決まったことが大きなポイントと思っています。何か皆様の方でご意見・ご質問等ございますでしょうか。
委　員　
　・芸術家村の北側の道の歩道を綺麗にしていただきたい。
委　員　
　・その件については地元からの要望もいただいております。県とも協議しまして、定期的な草刈りはしていただいている。根本的に歩きやすいかどうかという点があるのは承知している。
委　員　
　・その道路を管理している奈良土木事務所の木村です。東田委員ご指摘の通り、管理が行き届いてないところがありますのできれいにさせていただきます。
会　長
　・やはり、導線として車と自転車と歩きがあると思うんですが、歩きで来られる方は南から来られて園原の手前のとこから幾坂池に行かれる方もあるかとは思います。石上神宮や北から来られる方は25号線の一部を通ってこられるのでぜひともその部分についてはよろしくお願いしたい。私も委員で会議に出させていただくときに言うんですが、周りが暗いので泊まる人の夜の楽しみがないという話があるのですが、あの周りが繁華街になることはない。であるならば、ネガティブなことを言うよりはそれをどうポジティブな方に変えていくかが重要であると考えています。ですので、朝の散策というのは重要な要素になってくると思う。夜は夜で暗いなら暗いで街からすぐのところに自然と里山感が残っているところに行けるということに非日常感がある。そこにコンテンツを詰めていけば泊まろうという動機付けにはなるので、そういった面からも周辺整備は大事ですのでよろしくお願いします。
委　員　
　・これだけ100億ものお金をかけたすごい建物なんですが、山口県に同じ国際芸術家村が20年前にできたが、今は閑古鳥が鳴いている状態です。この芸術家村にはエネルギーをつぎ込み続けてこれぞなら歴史芸術文化村だというところを知らしめていきたい。天理市の人それぞれが関心をもつことが大事かなと思います。専門的なことに興味がある人はいいですが、一般の人に興味を持たせることが大事になってくる。
会　長
　・貴重なご意見ありがとうございます。文化財修復・展示棟も関心をもって見に来たら素晴らしいものなんですが、おっしゃるように初めからとっつきやすいかと言えばどちらかと言えば間口は狭いという部分からすると一般の方が行こうと思うソフトコンテンツが常にないといけないと思います。また、市として県とも意見交換をしていこうと思っています。重点道の駅になったことはよいことですが、道の駅の横に博物館がついているということになると複合施設の良さが活かされない。幅広い世代が来る動機付けが必要になってくる。県がワークショップを毎日やり続けるというのも息切れしてしまうので、主体的にやっていただける方をどれだけ巻き込むかが大事かと思う。何かこの機会にご意見ございますか。
委　員　
　・ホテルにレストランがないと聞いていて、食事される方は近所でされるか、あるいは天理の方へ来られるか、道の駅のレストランでされるかになると思うが、観光客が来られるので天理本通りなりで観光客向けのメニューが出せるか等を今後考えていかないといけないと思いますがいかがですか。
会　長
　・今、仰っていただいたようにどこに何があるのかという情報発信をホテルと連携してやっていくことも大事だと思います。そこは商工会とも連携していきます。我々としても地元でできるだけお金を落としてもらいたい。ただ、全員が車で10～20分かけてどこかに食べに行くことはないので、農家レストランの運営形態が決まっていませんが、ここが受け皿となることが大事だと思います。そうでないと、それがネックとなってホテルの稼働率の低下に関わってくる。
　・福井課長何かご意見ございますでしょうか
委　員　
　・奈良の観光と言いますと、一般的には4時間観光と言われ奈良県北部・奈良公園周辺に来られそのまま大阪・京都に行かれることが非常に多いです。それをいかにして奈良の中南部に来ていただけるかに苦労しているところであります。最近の傾向としまして、海外の方が奈良公園以外も回ってみようということで今非常に注目されている。奈良市の猿沢池の横に昔の共済の旅館があったが、数年前に県が外国人専用の宿泊機能と観光案内所の機能を持たせた猿沢インを整備しました。そこで海外の方に一番受けているのがウォーキング・トレッキングです。その中で山の辺の道は非常に魅力的で、多くの方に来ていただいている実績をもう少し広げていきたい。海外の方のみならず日本人の方にも歩くということが注目されていまして、JTBなどは山の辺の道を歩こうという商品を東京の方で販売されている。その中の拠点としてトレイルセンターや芸術文化村をしっかりと活用していきたい。
　会　長
　・ありがとうございます。私もまだ積水さんやマリオットさんには会ったことがないので地元でこういう観光の要素があるということを意見交換したいと思っています。石上神宮さんにも朝の礼拝がありますし、天理教本部の朝勤めも誰でも参加できます。私は常々申し上げているが、高野山の宿坊に泊まる人でナイトライフを楽しみに行く人はいない。あれは朝のお勤めに参加することを前提に行くから夜泊まらないといけない。富士山の山小屋に泊まる人もご来光を見たいから夜泊まるので、朝に何かやる必然性があれば夜泊まるということを強調したい。ここから山の辺の道で何が体験できるか、あるいはここから奈良のいろんなエリアに行きやすいハブになるという部分を発信していきたい。自転車ならむしろどこへでも行きやすいと思います。
　委　員　
　・追加でございますが、平成31年度は奈良県といたしましても、インバウンドという大きい目的はつけているが、海外の観光客の受入基盤・周遊滞在というものでほかの県に負けないぞという取組を進めていきたいということで破格の予算2億円をつけています。そういった補助金も活用いただいて一緒にやっていけたらなと思っています。
　会　長
　・今回、天理では初めてこういう外資系の会社が来ることになり、とっつきにくい印象を持たれる方もあるかと思いますが、インバウンドの方には発信力はあるのではないかと思います。私も知事にいつも言われるのですが、ラグビーワールドカップのキャンプ地を逃したという痛い経験がありますが、なぜかというとホテルが無い。プラザホテルさんとか日航さんとかだいぶ紹介したが全然オーストラリア人の査察官にピンと来ていない。淡路島にだいぶ持っていかれたが、なぜ淡路島かというとウェスティンがある。知っているホテルで安心感があったようで、外資系だから良い・悪いということではないですが、決めていただいた以上良いチャンスとして地元として活かしていきたい。
　・何か芸術文化村に関してご意見等ございますでしょうか
　委　員　
　・奈良と天理の大きな違いは、奈良は駅から奈良公園の中を歩いて鹿がたくさんいる中を歩ける。天理の場合は何で来るのが一番多いのかを考えたときに、車で来る方がほとんどなのか、電車等なのかそれによってアクセスの流れが変わってくる。そのあたりを天理市が奈良県と進めていけるか対応しているかが一番大事になってくると思います。そのあたりは県としてどう考えておられますか。
　委　員　
　・海外の観光客と1つに行っても、欧米系の観光客はどちらかというと成田から新幹線を使い電車で奈良に来られるのが一般的です。東アジア系の方は関空からバスで来られる方が非常に多いです。海外の方向けのICOCAなどもあるんですが、やはりバス観光が多いです。そこらへんをいかにさばいていくかということになると思います。ただ、最近はリピーターの方を中心に個別に動きたいという方も増えていてそういう方は電車を使われるので、オールラウンドのメニューを作っておかないと。一律のものはできないと思います。
　委　員　
　・天理市の駅前は県下の駅前の中で一番広い。駅前のタクシーやバスの業者との話合いの中でどういったことができるのかを検討してほしい。ハイキングの客の多くは荷物になるのでお土産を買わない。その中で買った物の発送をフォローできるかも考えていかなければならない。地元のものを買って帰ってもらうのであればそのあたりも煮詰めていかなければならない。
　会　長
　・今、仰っていただいた駅からのアクセスが話題となっていますが、また交通事業者・大学等と進めていきたいと思います。発送に関しては重点道の駅ができて、車の方はそのまま持って帰ればよいですが、歩かれる方がそこで買ったものをどうするのかというところも来年度に道の駅の事業者が決まるので、そこが決まれば議論を重ねていくことになると思います。
　・そのほか何かご意見ございますでしょうか。
　・大変多岐にわたりましたが、伊藤学長、総括的な意見をいただけますでしょうか。
委　員　
　・前にも申し上げたが、点と点が線になり面となってきている。ただ、心配しているのは、地元も巻き込んで主体的にやっていただいているが途中で息切れしないように持続性をどう保っていくか。人の体制の問題もある。ここをしっかり考えておかないと、どこかでしんどくなってくると思います。それから、文化芸術村ですが、名前が文化とか芸術ですので拠点として、夜はどうかという話はありましたが、文化や芸術のパフォーマンスが楽しめれば繁華街とは違う奈良らしい楽しみができると思う。それと、天理の駅前の話ですが、海外の主な観光地の駅前には必ず広場があります。広場を拠点にしていくことで奈良や桜井ともといろいろ繋がっていくと思います。
　会　長
　・ありがとうございます。今、仰っていただいた持続性は本当に大事だと思っていて、市が事務局をもって、補助金を出してというところからどんどん市民の皆さん主導のものに切替をしていっています。その方が持続性があると考えていますが、地元で無理をして立ち上げると疲れてしまうので無理のない範囲でそれぞれの地域でやれることをお願いできたらと。あとは、ボランティアでは続かないので自分事として取組んでいただける方、できればビジネスとして関われる方、自身の商売のためにもなるとなれば、持続性の度合いがまるで違ってきますのでそこを重視していきたい。あと、文化村の方でパフォーマンスで雅楽というのは本当にその通りで、今、天理大学の雅楽部、OBを含めてインバウンドの方向けにビジネス化したいという動きが一昨年くらいから動きつつありますので文化村の複合棟でできるホールをどこまで使わせていただけるのか条件設定の面だとか、単に貸館だとするとちょっと持たないのかなと。一緒にここを盛り上げるパートナーを捕まえてくるのか。天理以外で言えば結崎発祥の能が目の前にありますのでそういうプログラムが組めれば素晴らしいですし、広場でも情報発信、あるいは奈良のところでも。私も中国・台湾に行ったら京劇どこにいったら観られるのか、パリに行ったらどこに行けばオペラが観られるのかをだいたい探します。それが行ける範囲であれば行きますし、宿に近ければラッキーという形かなと思います。また、情報発信の体制も県と協議をしていきたい。ここに定期的に泊まったりしていれば雅楽が観られるとかがあれば、おそらく関西の中でそういった場所は無いのでツアー客などを取ってこられるようになると思います。そこが奈良市内と違う付加価値をつけるとすれば山の辺の道以外での大きな要素になってくるのではないか。300人規模のホールを自前で持っているホテルは奈良の中でもあまりないと思います。定期的にやっていることが大事で年に２回やっているとかは誘客のプラスにならない。
　・だいたい以上で本日の議題は終了ですが、この機会ですので皆様からご質問・ご意見等ございますでしょうか。
　委　員　
　・先ほどの話で福井課長も言っておられたが、荒井知事が就任した時に観光という観点で一緒に行動していたが、知事トップセールスとして海外へアピールしに行っていた。市長トップセールスということでこれだけ色んな種があるわけなので、中国だったら鑑真の故郷、韓国だったら百済文化など特徴あるアピールできるものを作ってそういう行動をすることで、その当時の訪日観光客は１，０００万人も来られていなかったのが現在は３，０００万人になった。外国の方はみなさん目的地を決めて来られる。日本に来てからどこに行くかは決めない。もっと海外の方へプログラムを作って天理には何があるかアピールするために市長トップセールスでしてもらえたらと思います。当時の知事のトップセールスは民間事業者もつれて９０人くらいで行っていた。現在、それの成果を出してきていると思います。
　・もう一点。伊藤学長が仰ってた息切れという点ですが、先日、柳本のNPO代表の堀内さんから相談があった。崇神天皇陵の入口のところに草が生えてみっともないと。県の自然景観課に堀内さんが草刈りをしてほしいと３年連続で要望に行っている。当時、県と受けた者の契約は作物を作るということで契約をしている。作物を作ることで常に草刈りができて景観が保全と維持されるというのが県の考え方なんですが、実際、契約者は作物を作るだけで草刈り等をされていない。行政の思いと作り手、契約者の思いが違う。現状では、民生委員でもなり手がいない、自治会役員のなり手がない中でなかなか難しいと思いますが、行政任せになったらうまくいかない現実もあります。地域での継続性という観点で行政との契約事業は行政の確認等関わってゆくことが今日の話の中で１番大事になってくると思います。
６. 次回の日程と主な協議内容

次回第16回協議会は状況を見て調整。事務局より改めてご連絡させていただく。

７．閉　会　－11：50－
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